
　
８
月
３
日(

木)

、
北
道
王
子
祭
り
が
１
年
ぶ
り
に
、
昼
と
夜
に
分
け
て
北
道
会
館
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昼
は
、
ア
ニ
メ
映
画
の
上
映
や
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
も
ち
つ
き
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。
北
道
王
子
神
社
近
く

の
ち
び
っ
子
広
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
サ
ッ
カ
ー
ゲ
ー
ム
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　
夜
は
、
北
道
会
館
で
の
も
ち
ま
き
で
ス
タ
ー
ト
（
も
ち
は
昼
、
子
ど
も
た
ち
が
つ
い
た
も
の
で
す
。
ま
い
た

の
も
子
ど
も
た
ち
で
す
）
。
そ
の
後
、
み
な
べ
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ン
ド
の
演
奏
、
大
正
琴
や
子
ど
も
王
子
太
鼓
、
手

品
シ
ョ
ー
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
「
プ
ラ
リ
ズ
ム
」
の
踊
り
な
ど
様
々
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
締
め
く
く
り
は
も
ち
ろ
ん
迫
力
あ
る
北
道
王
子
太
鼓
。
区
内
外
か
ら
訪
れ
た
大
勢
の
方
が
そ

の
力
強
い
音
を
体
中
で
聴
い
て
い
ま
し
た
。
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７
月
23
日(

日)
、
和
歌
山
市
で

開
か
れ
た
モ
ル
テ
ン
カ
ッ
プ
第
30

回
記
念
県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

男
女
大
会
で
、
南
部
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
し
、
９
月
２
日(

土)

、
３
日

(

日)

、
大
阪
府
で
開
か
れ
る
近
畿

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　
ま
た
同
少
年
団
は
、
８
月
５
日

(

土)

、
６
日(

日)

、
滋
賀
県
で
開

か
れ
た
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会

で
も
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
し
ま
し
た
。

　
第
55
回
近
畿
中
学
校
総
合
体
育

大
会
が
、
８
月
５
日(

土)

か
ら
滋

賀
県
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内
か

ら
は
県
大
会
で
上
位
入
賞
し
出
場

権
を
得
た
次
の
選
手
が
出
場
し
ま

南部バレーボールスポーツ少年団の子どもたち

夏の全国大会に初出場した南部中学校バレー部の皆さん

南部中陸上部
大﨑かな選手

南部中陸上部
花野涼介選手

南部中陸上部
西原洋平選手

南部中卓球部
玉井　至選手

南部中卓球部
三尾　舞選手

上南部中陸上部
中嶋　司選手

上南部中陸上部
日置真啓選手

上南部中陸上部
亀山実奈子選手

南部中学校男子テニス部の皆さん

し
た
。
出
場
選
手
た
ち

は
自
分
の
持
て
る
力
を

出
し
切
っ
て
健
闘
し
ま

し
た
。

出
場
し
ま
し
た
。

★
南
部
中
男
子
テ
ニ
ス
部

　 

前
田
恵
宗
、
森
下
一
輝
、
吉
水

貴
章
、
谷
口
皓
介
、
阪
本
雄
平
、
板

垣
宗
佑
、
萩
野
貴
大
、
石
本
健
太

（
全
員
３
年
）

★
共
通
女
子
砲
丸
投
げ
に
出
場

　
南
部
中
陸
上
部 

大
﨑
か
な

（
２
年
）　
６
位
入
賞
（
12
㍍
48
）。

　
大
﨑
選
手
は
、
県
大
会
で
13
㍍

06
の
記
録
を
出
し
全
国
大
会
参
加

標
準
記
録
（
12
㍍
50
）
を
上
回
っ

た
た
め
、
８
月
18
日(

金)

か
ら
香

川
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
へ

2222233333

同
少
年
団
の
メ
ン
バ
ー
は
次
の
通

り
で
す
（
４
年
生
以
上
）。

　
安
井
悠
、
安
井
愛
、
小
林
万
里

子
（
以
上
６
年
）、
山
田
莉
沙
、
辻

利
絵
、
和
田
穂
乃
香
、辻
由
結
、
木

田
飛
鳥
、
山
中
春
香
、
濵
路
紅
葉

（
以
上
５
年
）、
山
中
優
奈
、
馬
場

本
麻
里
、
濵
中
結
衣
、中
本
葵
、
井

口
和
美
（
以
上
４
年
）　

★
南
部
中
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
濵
田
紗
帆
、
猪
野
真
希
、
山
田

千
草
、
岩
橋
江
里
（
以
上
３
年
）、

海
野
和
美
、
山
下
諒
子
、
辻
晴
菜
、

阪
本
緑
、荒
堀
恵
里
、辻
若
菜（
以

上
２
年
）、
森
田
あ
か
ね
、
西
川
彩

香
、
小
松
亜
須
加
（
以
上
１
年
）

　
同
チ
ー
ム
は
、
予
選
リ
ー
グ
を

１
セ
ッ
ト
も
落
と
さ
ず
１
位
で
通

過
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、

玉
出
中
（
大
阪
府
）
に
２
対
０
で

勝
利
、
準
決
勝
で
龍
野
東
中
（
兵

庫
県
）
に
惜
敗
し
ま
し
た
が
３
位

に
入
賞
。
８
月
22
日(

火)

か
ら
徳

島
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
に

も
出
場
し
ま
し
た
。

★
男
子
共
通
走
り
高
跳
び
に
出
場

　
同
校
同
部 

花
野
涼
介
（
２
年
）

★
男
子
共
通
４
０
０
㍍
に
出
場

　
同
校
同
部 

西
原
洋
平
（
３
年
）

★
女
子
共
通
２
０
０
㍍
に
出
場

　
上
南
部
中
陸
上
部 

亀
山
実
奈

子
（
３
年
）

★
男
子
共
通
１
５
０
０
㍍
に
出
場

　
同
校
同
部 

中
嶋
司
（
３
年
）

18
人
中
９
位
。
　

　
１
年
生
か
ら
３
年
連
続
出
場
。

県
大
会
で
は
、
一
昨
年
３
位
、
昨

年
３
位
、
本
年
優
勝
（
４
分
19
秒

57
）
で
し
た
。

★
男
子
共
通
砲
丸
投
げ
に
出
場

　
同
校
同
部 

日
置
真
啓
（
３
年
）

★
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
出
場

　
南
部
中
学
校
卓
球
部 

玉
井
至

（
３
年
）

★
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
出
場

　
同
校
同
部 

三
尾
舞
（
３
年
）

★
団
体
・
個
人
総
合
に
出
場

　
同
校
新
体
操
部

　
小
松
由
似
（
３
年
）、
石
橋
啓

子
、
大
村
優
、
橋
本
果
歩
（
以
上

２
年
）、
西
村
和
香
奈
（
１
年
）　

　
団
体
の
部
は
４
位
入
賞
で
惜
し

く
も
全
国
大
会
出
場
な
り
ま
せ
ん

智辯学園和歌山高等学校野球部
竹中孝昇投手(晩稲、上南部中出身)

　
８
月
６
日(

日)

〜
21
日(

月)

、

阪
神
甲
子
園
球
場
（
兵
庫
県
）

で
、
第
88
回
全
国
高
校
野
球
選

手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
和
歌
山
県
代
表
は
、
昨
夏
、
今

春
と
３
回
連
続
の
智
辯
学
園
和

歌
山
高
等
学
校
野
球
部
。
上
南

部
中
学
校
出
身
の
竹
中
孝
昇
投

手
（
晩
稲
）
も
昨
夏
、
今
春
に
続

い
て
エ
ー
ス
ナ
ン
バ
ー
１
を
つ

け
て
出
場
し
ま
し
た
。

　
同
校
は
、
１
回
戦
で
県
岐
阜

商
（
岐
阜
県
）
に
４
対
１
、
２
回

戦
で
金
沢
（
石
川
県
）
に
５
対

２
、
３
回
戦
で
同
じ
優
勝
候
補

の
八
重
山
商
工
（
沖
縄
県
）
に
８

対
３
で
勝
利
し
、
準
々
決
勝
に

進
出
し
ま
し
た
。

　
準
々
決
勝
で
は
、
強
力
打
線

の
帝
京（
東
東
京
都
）と
大
逆
転

の
応
酬
の
末
、
13
対
12
で
打
ち

勝
ち
ま
し
た
。

　
準
決
勝
で
は
、
優
勝
候
補
で

夏
３
連
覇
を
狙
う
駒
大
苫
小
牧

（
南
北
海
道
）
と
激
突
。
今
大
会

屈
指
の
田
中
将
大
投
手
を
相
手

に
好
ゲ
ー
ム
を
く
り
広
げ
ま
し

た
が
、
４
対
７
で
惜
敗
し
ま
し

た
。

　
竹
中
投
手
は
、
先
発
で
は
な

か
っ
た
も
の
の
全
試
合
に
登
板

（
投
球
回
数
は
27
回
３
分
の
２
）、

ロ
ン
グ
リ
リ
ー
フ
で
好
投
を
見

せ
て
、
ベ
ス
ト
４
入
り
に
大
貢

献
し
ま
し
た
。

　
８
月
12
日(

土)

、
東
京
都
で
開

催
さ
れ
た
２
０
０
６
年
度
全
日
本

入賞した南部道院の子どもたち

近畿大会へ出場した南部中学校
新体操部のメンバー

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

少
年
武
道
（
少
林
寺
拳
法
）
錬
成

大
会
（
日
本
武
道
館
、
少
林
寺
拳

法
連
盟
主
催
）
で
、
南
部
道
院
か

ら
出
場
し
た
７
組
１
団
体（
22
人
）

が
規
定
得
点
を
上
回
り
入
賞
し
ま

し
た
。
入
賞
メ
ン
バ
ー
は
次
の
子

ど
も
た
ち
で
す
。（
○
は
模
範
演
武

を
見
せ
た
組
で
す
。）

◆
組
演
武
　

〔
小
学
生
５
級
〕 

○
西
山
誠
志
・
宮

﨑
太
一
、〔
小
学
生
見
習
〜
７
級
〕

沖
見
史
哉
・
小
谷
啓
介
、
○
龍
神

壮
汰
・
小
西
悠
介
、〔
小
学
生
２
級
〕

沖
見
祐
紀
・
西
山
千
香
、〔
小
学
生

で
し
た
（
３
位
ま
で
出
場
）。
小
松

選
手
は
個
人
総
合
に
も
出
場
し
ま

し
た
。
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精
一
杯
生
き
る
。
何
で
も
一
生
懸

命
に
す
る
。
こ
れ
が
私
の
今
の
目
標

で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
が
私
の
命

を
救
っ
て
く
れ
た
人
へ
の
最
大
の
恩

返
し
だ
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
私
は
幼
い
こ
ろ
、
大
阪
府
立
母
子

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
、
二
年
近
く

入
院
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
当
時
、

簡
単
に
言
う
と
、
自
分
で
赤
血
球
を

作
れ
な
い
病
気
だ
っ
た
の
で
す
が
、

そ
こ
で
い
ろ
い
ろ
な
治
療
や
手
術
を

受
け
て
、
今
こ
ん
な
に
元
気
に
生
活

で
き
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
は
、
骨
髄
移
植
と
い
う

も
の
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
骨
髄
移

植
と
は
、
自
分
と
白
血
球
の
型
が
合

う
人
の
骨
髄
か
ら
骨
髄
液
を
抜
き
、

自
分
の
体
に
点
滴
で
移
植
す
る
治
療

法
で
す
。

　
私
の
場
合
、
家
族
に
適
合
者
は
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
幸
い
に
も
骨
髄

バ
ン
ク
に
登
録
し
て
く
れ
て
い
る
人

の
中
か
ら
、
適
合
者
が
見
つ
か
り
、

手
術
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
で
も
、
白
血
球
の
型
が
合
う
の

は
ご
く
一
握
り
。何
万
人
何
十
万
人

の
中
か
ら
一
人
と
い
う
確
率
で
す
。

だ
か
ら
、型
が
合
う
人
を
見
つ
け
る

の
は
と
て
も
困
難
で
、今
で
も
多
く

の
人
が
わ
ず
か
な
可
能
性
に
か
け

て
、
そ
の
時
を
待
っ
て
い
る
の
で

す
。悲
し
い
け
れ
ど
移
植
を
待
た
ず

に
亡
く
な
る
人
も
い
ま
す
。

　
大
変
な
病
気
を
し
ま
し
た
が
、私

は
あ
ま
り
恐
い
と
は
思
い
ま
せ
ん

で
し
た
。い
つ
か
治
る
と
信
じ
て
い

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、

い
つ
も
そ
ば
に
母
が
つ
い
て
く
れ

て
い
た
し
、と
も
に
病
気
と
闘
う
友

達
も
い
っ
ぱ
い
い
た
か
ら
で
す
。

　
今
で
も
覚
え
て
い
る
の
は
同
じ

年
の
「
あ
き
ち
ゃ
ん
」
と
「
く
る
み

ち
ゃ
ん
」。
私
た
ち
は
三
人
で
、
一

緒
に
病
棟
を
訪
問
し
て
回
り
、お
医

者
さ
ん
ご
っ
こ
を
し
て
遊
ん
で
い

ま
し
た
。そ
の
時
は
私
も
幼
す
ぎ
て

よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

「
く
る
み
ち
ゃ
ん
」
は
退
院
し
た
け

れ
ど
、「
あ
き
ち
ゃ
ん
」
は
病
院
で

死
ん
で
し
ま
っ
た
と
母
に
聞
き
ま

し
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
、
た
だ
私
は

黙
っ
て
い
る
だ
け
で
し
た
。そ
れ
で

精
一
杯
で
し
た
。も
の
す
ご
く
悲
し

か
っ
た
の
で
す
。他
に
も
私
に
親
切

に
し
て
く
れ
て
い
た
友
達
が
亡
く

な
っ
て
い
る
こ
と
も
聞
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
、
考
え
て
み
て
下
さ
い
。

生
き
た
く
て
も
生
き
ら
れ
な
い
命

の
あ
る
こ
と
を
。だ
か
ら
命
を
大
切

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。私
は

そ
の
こ
と
を
み
ん
な
に
伝
え
た
い

で
す
。
世
の
中
に
は
、
自
分
の
命
、

人
の
命
を
粗
末
に
す
る
人
、生
き
る

気
力
を
失
い
か
け
て
い
る
人
が
い

ま
す
。本
当
の
命
の
重
さ
に
気
づ
い

て
い
な
い
人
た
ち
で
す
。病
気
を
経

験
し
た
私
は
、命
の
重
さ
に
気
づ
け

て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
に
は
、年
二
回
誕
生
日
が
あ
り

ま
す
。
母
か
ら
生
ま
れ
た
日
。
そ
し

て
移
植
を
受
け
て
皿
液
型
が
Ａ
Ｂ

か
ら
Ａ
に
変
わ
っ
た
日
で
す
。「
ド

ナ
ー
さ
ん
に
会
う
こ
と
は
で
き
な

い
ん
で
す
か
」
と
私
は
当
時
、
主
治

医
の
先
生
に
聞
い
た
そ
う
で
す
。な

ぜ
か
会
う
こ
と
も
で
き
ず
、名
前
も

教
え
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。先

生
が
教
え
て
く
れ
た
の
は
、「
大
学

生
の
女
の
人
だ
」
と
い
う
こ
と
だ
け

で
し
た
。
で
も
私
は
、
私
を
救
っ
て

く
れ
た
そ
の
人
に
一
度
で
も
会
い
た

か
っ
た
。
会
っ
て
お
礼
を
言
い
た

い
。
ど
ん
な
に
感
謝
し
て
い
る
か
、

伝
え
た
い
で
す
。

　
私
は
、
ま
だ
中
学
生
で
す
か
ら
ド

ナ
ー
登
録
は
で
き
ま
せ
ん
。
で
も
代

わ
り
に
母
が
ド
ナ
ー
登
録
を
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
様
々
な
情
報
番
組
で

骨
髄
バ
ン
ク
ヘ
の
登
録
が
呼
び
か
け

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
足
り

な
い
の
が
現
実
で
す
。

　
私
は
病
気
を
通
し
て
、
命
の
重

さ
、
生
き
て
い
る
こ
と
の
幸
せ
を
知

り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
一
日
一
日

を
か
み
し
め
て
、
一
生
懸
命
生
き
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
だ
か
ら
、
私
は
な
ん
で
も
一
生

懸
命
に
や
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
亡
く
な
っ
た
友
達
の
分
も
強
く
生

き
て
い
き
た
い
で
す
。

44444

３
級
〕 

葛
城
樹
・
和
田
吉
史
、
松

本
拓
也
・
西
山
和
範
、
鈴
木
し
お

り
・
濵
田
絢
子

◆
団
体
演
武
　

〔
団
体
小
学
生
３
級
〜
１
級
〕 

堂

前
龍
一
、
西
畑
慶
一
、
谷
川
実
芳
、

﨑
山
晴
佳
、
西
畑
友
里
恵
、
山
本

尚
章
、
小
谷
直
也
、
萩
野
丹
音

　
８
月
３
日(

木)

、
和
歌
山
市
で

第
45
回
近
畿
卓
球
選
手
権
大
会
県

予
選
（
県
卓
球
協
会
主
催
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
大
会
３
年
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

の
部
に
出
場
し
た
、
南
部
中
卓
球

部 

森
住
三
郷
選
手
が
２
位
、
カ

デ
ッ
ト
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部

（
14
歳
以
下
）
で
海
野
佐
也
加
選

手
（
２
年
）
が
２
位
、
土
畑
祐
奈

選
手
（
同
）・
渡
口
め
ぐ
み
選
手

（
同
）
が
５
位
に
そ
れ
ぞ
れ
入
賞

し
ま
し
た
。
４
選
手
は
９
月
16
日

(

土)

、
17
日(

日)

、
京
都
府
で
開

催
さ
れ
る
近
畿
大
会
に
出
場
し
ま

南部中卓球部
渡口選手

南部中卓球部
森住選手

南部中卓球部
海野選手

南部中卓球部
土畑選手

す
。
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）
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ま
す)

。

　
ま
た
、
満
95
歳
以
上
の
皆
さ
ん

に
は
、
９
月
中
に
山
田
五
良
町
長

が
訪
問
し
て
長
寿
祝
品
を
お
渡
し

し
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
の
は
、
明
治
45
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
、
９
月

１
日
現
在
、
み
な
べ
町
に
引
き
続

き
１
年
以
上
住
ん
で
い
る
方
45
人

　
９
月
中
に
満
80
歳
以
上
の
皆
さ

ん
に
長
寿
祝
金(

５
千
円
・
年
額)

を
お
届
け
し
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
の
は
、
昭
和
２
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
、
９
月

１
日
現
在
、
み
な
べ
町
に
引
き
続

き
１
年
以
上
住
ん
で
い
る
方
、
１

１
６
４
人
で
す(

来
年
３
月
31
日

ま
で
に
満
80
歳
に
な
る
方
も
含
み

　
９
月
18
日(

月)

は
、
敬
老
の
日
。

こ
れ
ま
で
旧
南
部
町
、
旧
南
部
川

村
の
と
き
か
ら
支
え
続
け
て
き
て

く
だ
さ
っ
た
お
年
寄
り
の
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、「
子
ど
も
し
か
る
な
来

た
道
じ
ゃ
。
年
寄
り
き
ら
う
な
行

く
道
じ
ゃ
」、
こ
ん
な
言
葉
を
聞

い
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
は
皆
、
子
ど
も
の
時
代
が
あ

り
、
そ
し
て
青
年
、
壮
年
を
へ
て

老
人
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
だ
れ
し
も
若
い
こ
ろ
は
自
分
が

名　前
築 山 ヨ ネ
川 村 寿 美 枝
森 　 智 惠 子
小 川 五 子
横 山 樟 枝
三 浦 カ ズ 子
田 中 き わ
酒 井 善 松
筋 本 シ マ
柏 木 り よ
古久保トクヱ
樫 山 千 代 子
山 本 喜 三 郎
谷 本 松 雄
山 嵜 ス ガ ヱ
上 　 マ サ ヱ
山 本 ヨ シ ヱ
池 本 コ ナ
岡 﨑 タ ダ ヱ
吉 田 タ マ
小 谷 ひ で
西 野 芳 子
西 瀨 市 郎

年齢
１０４
１０４
１０２
１０１
１０１
１００
９９
９８
９８
９８
９７
９７
９７
９７
９７
９７
９６
９６
９６
９６
９６
９６
９６

住 所
堺
北道
埴田
東本庄
滝
埴田
滝
堺
筋
埴田
滝
清川
埴田
筋
東吉田
滝
晩稲
新町
東本庄
堺
晩稲
堺
埴田

名　前
平 山 義 雄
西 玉 　 操
大 野 ヨ シ ノ
下 村 亀 美
濵 口 ま さ
丸 山 幸 枝
松 下 常 七
酒 井 ヲ セ
丸 山 タ マ ヱ
山 中 セ イ
東 　 リ ヱ
坂 本 と き
永 井 い と
竹 田 勇 次 郎
植 野 ヤ ヱ
灘 井 一 江
谷 　 カ ワ ル
中 井 タ カ
木 田 友 市
三 宅 瑞 晃
稲 見 ミ サ オ
片 岡 與 七

年齢
９６
９５
９５
９５
９５
９５
９５
９５
９５
９５
９４
９４
９４
９４
９４
９４
９４
９４
９４
９４
９４
９４

住 所
清川
滝
滝
高野
埴田
東岩代
谷口
堺
東岩代
山内
晩稲
埴田
片町
清川
東本庄
芝崎
芝崎
芝崎
北道
東岩代
埴田
徳蔵

老
人
に
な
る
な
ど
と
は
考
え
も
つ

か
な
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
で

も
、
人
は
必
ず
年
を
と
り
ま
す
。

お
年
寄
り
に
接
す
る
と
き
は
、
自

分
が
年
を
と
っ
た
と
き
、
ど
ん
な

老
人
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
と

想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
お
の

ず
と
尊
敬
の
念
が
わ
い
て
く
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
お
年
寄
り
は
皆
、
経
験
豊
富
な

人
生
の
達
人
で
あ
り
、
町
の
宝
物

で
す
。
い
つ
も
い
つ
ま
で
も
お
達

者
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

（年齢は今年9月1日現在） (敬称略)

〔引き続き1年以上みなべ町に住んでいる方。来年3月末までに
95歳になる方も含みます〕

で
す(

来
年
３
月
31
日
ま
で
に
満

95
歳
に
な
る
方
も
含
み
ま
す)

。

ち
な
み
に
町
内
に
は
１
０
０
歳
以

上
の
方
が
６
人
お
ら
れ
ま
す
。
最

高
齢
は
築
山
ヨ
ネ
さ
ん
と
川
村
寿

美
枝
さ
ん
で
、
お
二
人
と
も
１
０

４
歳
で
す
。(

※
左
の
名
簿
は
８
月

24
日(

木)

現
在
で
作
成
し
ま
し
た)

　
な
お
、
長
寿
の
集
い
、
長
寿
祝

金
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健

康
福
祉
課(

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
、

℡
74-

３
３
３
７)

へ
ど
う
ぞ
。

昨年のみなべ町初めての「元気！ふれあい長寿の集い」で

(今年の参加対象は昭和7年4月1日以前に生まれた皆さんです)

55555
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　「
ご
み
」。
私
た
ち
が
生
活
し
て

い
く
上
で
、
切
り
た
く
て
も
切
れ

な
い
存
在
で
す
。

　
今
や
そ
の
存
在
、
中
で
も
リ
サ

イ
ク
ル
も
で
き
ず
、
焼
却
も
で
き

ず
、
埋
立
す
る
し
か
な
い
ご
み
は

一
市
町
村
内
だ
け
で
処
理
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
み
な
べ
町
で
は
ご
み
を
燃

や
し
た
後
に
残
る
焼
却
灰
の
処
理

を
三
重
県
の
埋
立
処
分
業
者
に
委

託
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
全
国

的
に
埋
立
処
分
場
＝
最
終
処
分
場

が
不
足
し
て
き
て
お
り
、
今
後
も

委
託
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
活
動
か
ら

生
じ
る
産
業
廃
棄
物
の
処
理
も
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
と
い
っ
て
、
最
終
処
分
場
を
整

備(

建
設)

す
る
に
は
多
額
な
費
用

が
い
る
た
め
、
小
さ
な
一
自
治
体

単
独
で
取
り
組
む
に
は
難
し
い
問

題
で
す
。
こ
れ
は
み
な
べ
町
だ
け

で
な
く
、
他
の
自
治
体
に
と
っ
て

も
共
通
の
悩
み
で
す
。

　
そ
こ
で
昨
年
７
月
、
一
般
廃
棄

物
と
産
業
廃
棄
物
を
埋
立
す
る
最

終
処
分
場
整
備(
建
設)

に
広
域
的

に
取
り
組
む
た
め
、
県
、
み
な
べ

町
を
含
む
紀
南
11
市
町
村
、
２
商

工
会
議
所
、
17
商
工
会
が
協
力
し

て
、「
財
団
法
人
紀
南
環
境
整
備

公
社
」
を
設
立
し
ま
し
た(

み
な

べ
町
は
同
公
社
へ
職
員
１
人
を
派

遣
し
て
い
ま
す)

。

埋立期間　15年間(予定)
埋立容量　約50万立方メートル
　　　　　　年間埋立廃棄物量　約2.8万トン
　　　　　　　（一般廃棄物2.08万トン・産業廃棄物0.72万トン)
用地面積　約15～20ヘクタール(うち埋立面積7.5ヘクタール以上)
最終処分場整備にあたっての基本姿勢
　※廃棄物の種類を確認してから埋め立てる。
　※遮水システムを施し地下水への影響を遮断する。また、最終処
　　分場に降る雨は、すべて水処理施設に集めきれいな水にする。
　※地下水の水質分析を定期的に行い、安全であることを確認する。
　※処分場の運転状況や環境状況について随時情報を公開する。

一般的な管理型最終処分場のイメージ図(紀南環境整備公社のホームページから)

　
同
公
社
は

今
年
４
月
、
そ

の
候
補
地
を

当
初
の
31
か

所
か
ら
次
の

５
か
所
に
絞

り
込
み
ま
し

た
。

▼
田
辺
市
秋

津
川(

２
か
所)

▼
田
辺
市
稲

成
町

▼
串
本
町
高

富(

２
か
所)

　
現
在
、
同
公

社
は
５
か
所

の
候
補
地
の

周
辺
自
治
会

な
ど
で
、
同
公

社
が
行
っ
て

い
る
事
業
に
つ
い
て
説
明
会
を
順

次
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
最
終
処
分
場
整
備

(

建
設)

は
候
補
地
の
住
民
だ
け
が

考
え
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
な
ら
、
将
来
最
終
処
分
場
が

で
き
た
と
き
、
紀
南
地
域
一
帯
か

ら
埋
立
ご
み
な
ど
が
搬
入
さ
れ
る

か
ら
で
す
。
つ
ま
り
は
、
紀
南
に

住
む
私
た
ち
全
員
が
考
え
る
こ
と

な
の
で
す
。
決
し
て
他
人
事
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
で
は
、
と
り
あ
え
ず
今
か
ら
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
。

そ
れ
は
、
一
層
分
別
、
資
源
化
に

努
力
し
て
、
少
し
で
も
ご
み
を
減

ら
し
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
幸
い
、
み
な
べ
町
で
は
昨
年
10

月
の
指
定
ご
み
袋
制
度
導
入
以

来
、
皆
さ
ん
の
ご
努
力
に
よ
り
ご

み
は
格
段
に
減
り
、
資
源
化
も
進

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
17
年

度
中
の
ご
み
を
燃
や
し
た
後
の
焼

却
灰
の
総
量
も
３
５
３
ト
ン
と
、

平
成
10
年
度
以
来
初
め
て
４
０
０

ト
ン
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
ご
み
の
分

別
、
資
源
化
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
紀
南
環
境
整
備
公
社
と

み
な
べ
町
で
は
、
同
公
社
の
事
業

に
つ
い
て
出
前
講
座
を
行
っ
て
い

ま
す
。
い
つ
で
も
ど
こ
へ
で
も
出

前
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
注
文

し
て
く
だ
さ
い
。
ご
注
文
は
み
な

べ
町
環
境
課(

℡
72-

３
１
１
１)

で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

くわしくは、(財)紀南環境整備公社へ
　　（田辺市朝日ヶ丘23-1 西牟婁総合庁舎2階　℡81-3550)
    (ホームページ  http://www.keip.jp/)
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７
月
19
日(
水)
、平
成
18
年
第
２

回
臨
時
議
会
が
開
会
さ
れ
ま
し
た

(

会
期
は
１
日
間)
。
次
の
５
議
案

が
上
程
さ
れ
、慎
重
審
議
の
結
果
、

い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
南
部
小
学
校
校
舎
改
築
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
同
工
事
の
請
負
に
つ
い
て
、
指

名
競
争
入
札
に
よ
り
、
大
末
建
設

㈱
和
歌
山
営
業
所(

和
歌
山
市)

と

10
億
４
８
６
３
万
５
千
円(

税
込)

で
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

■
南
部
小
学
校
校
舎
改
築
工
事
に

伴
う
仮
設
校
舎
建
築
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

　
同
工
事
の
請
負
に
つ
い
て
、
指

名
競
争
入
札
に
よ
り
、
杉
谷
産
業

㈱(

谷
口)

と
６
７
７
２
万
５
千
円

(

税
込)

で
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
仮
設
校
舎
の
建
築
は
夏

休
み
中
に
完
成
し
て
い
ま
す
。

　
新
校
舎
は
現
在
の
１
号
館
を
取

り
壊
し
た
跡
に
建
築
さ
れ
、
完
成

は
平
成
19
年
12
月
の
予
定
で
す
。

ま
た
、
新
校
舎
の
完
成
後
、
２
号

館
や
仮
設
校
舎
の
取
り
壊
し
な
ど

周
辺
整
備
を
経
て
、
全
工
事
が
終

了
す
る
の
は
20
年
６
月
末
の
予
定

で
す
。

　
工
事
期
間
中
、
南
部
小
学
校
周

辺
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
や
往
来

の
皆
さ
ん
に
は
ご
不
便
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と

　
　
　

　
８
月
１
日
付
で
次
の
通
り
人
事

異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。〔()

内

は
旧
職
名
〕

　
厚
生
労
働
省
が
平
成
20
年
度

か
ら
の
新
設
を
目
指
し
て
い
る

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
設
立

に
向
け
て
県
内
市
町
村
が
協
力

し
て
取
り
組
む
た
め
、
８
月
１

日
付
で
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
会
事
務
局
職
員
と
し
て
、

み
な
べ
町
、
田
辺
市
、
和
歌
山
市

な
ど
７
市
町
と
県
、
国
保
連
合

会
か
ら
職
員
が
派
遣
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
は
、
老
人
医
療
費
の
増
大
に

対
応
す
る
た
め
新
設
さ
れ
る
も

存
じ
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
町
職
員
の
手
当
と
し
て
「
地
域

手
当
」「
単
身
赴
任
手
当
」
を
追
加

す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
設
立
準
備
委
員
会
事
務
局

(

和
歌
山
市
内)

へ
の
職
員
派
遣
に

伴
う
も
の
で
す
。

　鉄筋3階建て。普通教室(14教室)、特別活動室、音楽教室、図書室、
コンピューター教室などが設けられます。また、1 階には地域交流
ホールが設けられ、夜間に地域へ開放されます(放課後は学童保育所
になります)。エレベーターも設置されます。

■
国
民
健
康
保

険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て

い
る
70
歳
以
上

の
方
で
現
役
並

み
の
所
得
の
あ

る
場
合
は
、
医

療
機
関
の
窓
口

で
の
自
己
負
担

を
２
割
か
ら
３

割
に
改
め
る
こ

と
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、

３
割
に
な
る
の

は
今
年
10
月
１

日
か
ら
で
す
。

■
一
般
会
計
補
正

予
算(

第
２
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
１

億
２
９
５
３
万
４
千
円
を
追
加
し
、

総
額
92
億
３
８
８
４
万
２
千
円
と

す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
分
担
金
及
負
担
金
３

８
３
万
円
、
国
庫
支
出
金
１
４
４

０
万
７
千
円
、
県
支
出
金
６
５
５

７
万
３
千
円
、
前
年
度
繰
越
金
１

２
１
２
万
４
千
円
、
町
債
３
３
６

０
万
円
で
す
。

　
歳
出
は
、
民
生
費(

県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
設
立
準
備
委

員
会
事
務
局
へ
の
職
員
派
遣
に
伴

う
費
用
と
し
て)

１
２
６
万
４
千

円
、
災
害
復
旧
費(

７
月
５
日(

水)

の
大
雨
な
ど
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
農
道
等
の
復
旧
費
と
し
て)

１

億
２
８
２
７
万
円
で
す
。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

▼
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

設
立
準
備
委
員
会
事
務
局
へ
派
遣

＝
田
中
友
喜(

保
険
課
長)

▼
町
民
課
長
兼
保
険
課
長
＝
中
村

弘
美(

町
民
課
長)

の
で
、
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
と
、
65
歳
以
上
74
歳
以
下
で

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
方
が
対

象
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
医
療
制
度
が
新
設
さ
れ

る
と
、
そ
の
財
源
は
１
割
が
対

象
者
本
人
の
保
険
料
、
４
割
が

現
役
世
代
の
医
療
保
険
か
ら
の

財
政
支
援
、
残
り
５
割
が
公
費

で
ま
か
な
わ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
今
は
会
社
員
な
ど
の
扶

養
家
族
と
し
て
保
険
料
を
払
っ

て
い
な
い
後
期
高
齢
者
か
ら
も

保
険
料
が
徴
収
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

77777
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　７月30日(日)、町区長会、漁業協同組合、商工会、建設
業協同組合、役場職員らが協力してみなべの海岸一帯を清
掃しました。８月１日(火)の鹿島神社の花火祭りに、大勢
の人が訪れるため、７月初めの豪雨で漂着したごみを事前
にきれいにしておこうと実施されました。
　広く町民にも呼びかけ、総勢約400人が朝早くから清掃
に精を出してくれました。おかげで短時間で、木くずなど
大量のごみが処理され、きれいな海岸に戻りました。

　７月23日(日)、日本宇宙少年団みなべ梅の里分団が千里の浜
（山内）でウミガメ観察会を実施しました。
　団員たちはまず千里観音の宿坊で、みなべウミガメ研究班の
後藤清さん（東吉田）から、アカウミガメの生態や、「今年の
産卵数は昨年の３分の１程度」、「子ガメが母ガメとなって帰っ
てくるのは5000匹のうち１匹程度」などと話を聞きました。
　その後、この日運のいいことに、たまたま上陸したウミガメ
を観察に浜へ。目から涙を流しながら産卵するウミガメをじっ
と見入っていました。

　７月 2 6 日(水)、第１回まちづくりワーク
ショップ「みんなで考える賑わいのあるまちづ
くり」がMi館（新町）で開催されました。アド
バイザーに朝田くに子さん（NPOﾛｰｶﾙｼﾞｬﾝｸｼｮﾝ代
表）、安藤周治さん（中国・地域づくり交流会副
会長）、松下康平さん（㈱ｾﾞﾛｴﾐｯｼｮﾝ代表取締役）
を迎え、農業、商工、林業、漁業関係者など23人が参加しました。
　ワークショップでは、参加者一人一人がそれぞれの立場から自己紹介をした後、10年後の
「私の夢」や「町への夢」を絵に描いて披露しました。その中で「みんなが好きなことをしながら、話し合い、
集える場所がほしい」などさまざまな意見が出ました。なお、このワークショップは今年度中にあと２回開催
されます。

　８月５日(土)、「夏の子どもまつり2006」が森の鼻（堺）で開かれ、町内
の子どもたちと保護者など約250人が参加し、「稚魚放流＆アジのつかみど
り、刺し網漁」を体験しました。また、新鮮朝市（南部町漁業協同組合主
催）も開かれ、前夜とってきたばかりの魚がとぶように売れました。
　「小アジのつかみどり」では、幼児～小学生の子どもたちが素早く泳ぐ小
アジに悪戦苦闘。やっと捕まえたときには、「とったぞ～!」と大喜びでし
た。「刺し網漁体験」では、小学４年～６年までの子どもたちが漁船に乗って、網の引き揚げに挑戦。イガミ、

ガシラ、マダイなど次々に上がってくる魚に目を見張っていました。
　８月６日(日)、12日(土)、13日(日)、海遊体験（南部町漁協主催）が森
の鼻で開催され、県内外から家族連れなど464人が参加。刺し網漁や小ア
ジのつかみどり、イサキの稚魚放流、料理体験などを楽しみました。
　料理体験は、漁師さんがイカの開き方を指導。参加者は内臓などを取っ
て水洗いしたあと、早速焼いて食べていました。昨年に続いて参加したと
いう家族連れは「一日海で楽しめて、子どもたちもとても喜んでいます。来
年も参加したい」と話していました。

　８月６日(日)、上南部中学校が第２回廃品回収を行い、古
新聞や段ボールなど約30㌧を集めました。
　当日は朝早くから、生徒と保護者が協力して各家庭が用意
してくれた廃品を収集して回りました。その結果、古新聞18
㌧、段ボール９.2㌧、ウエス（ぼろ布）820㌔、牛乳パック
30㌔など総量にして約30㌧が集まりました。
　これらの廃品をリサイクル業者に引きとってもらって得た
収入は、生徒活動諸費などに充てられます。 古新聞などの積み込み作業を手伝う上中生徒たち

後藤さんからウミガメについての話を聞く団員ら

　７月30日(日)、西岩代自主防災会が地
震、津波、地滑りなどを対象とした図上
訓練を光照寺（西岩代）で行い、西岩代
区民約60人が参加しました。
　参加者らは、地図に自宅からの避難路
や避難場所、危険箇所などをそれぞれ色
分けして書き込みました。また、「下の方
（向山地区）は海抜が低く津波の危険性
が高いので、海抜表示板の設置などの対 地図で避難路などを確認する区民ら

　８月１日(火)、特別養護老人ホーム「虹」(埴田)で
盆踊り大会が行われ、入所しているお年寄りたちが
自分も踊ったり、職員や地域のボランティアの皆さ
んの踊りを応援したりして楽しみました。また、こ
の日は鹿島神社の花火祭り。町内外から訪れた約２
万人の人たちが夜空に咲く大輪の花火を楽しみまし
た。「虹」の皆さんも盆踊りが終わった後、「ああ、き
れいやなあ」と花火に見入っていました。

応をしなくてはならない」などと問題点を話し合っていました。
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　７月30日(日)、わんぱくカヌー教室（町青少年育成町民
会議上南部支部主催）が須賀橋付近で行われ、小学４年～６
年までの子どもたち13人が参加しました。
　子どもたちは、講師の役場職員からパドル（櫂）の使い方
やカヌーの乗り方、バランスのとり方などの説明を聞いた
後、救命胴衣を着てカヌーに乗り込みました。
　カヌーは初めてという子どもがほとんどでしたが、すぐに
パドルを使いこなして、上流へ下流へとあめんぼのように往
復していました。

　７月24日(月)、25日(火)、ゆうゆう館で夏祭りが行わ
れ、２日目に南部中学校吹奏楽部が演奏会を開きました。
　部員たちは、お年寄りもよく知っている「ふるさと」な
ど４曲を一生懸命演奏し、お年寄りたちもじっと耳をかた
むけていました。また、演奏の指揮に挑戦したお年寄りも
いて、気持ちよさそうに指揮棒を振っていました。
　夏祭りでは他にも、フラダンスや銭太鼓などのアトラク
ションやお好み焼きや焼きそばの屋台も催されました。

　８月10日(木)、日高地方青少年を育てる地域づくり事業実行
委員会が三里峰（東神野川）の「若者たちの森」の下草刈りをし
ました。作業には、昨年植樹に参加した和歌山工業高等専門学校
の学生環境ボランティア団体「アメーバ」のメンバーや南中生、
地元の方を中心に約35人が参加しました。
　参加者は「土壌が痩せているため、思ったより雑草が生えてい
ない。だからこそ、元の森林に戻してあげたい」というみなべ川
森林組合員の話を聞きながら、一生懸命草を刈っていました。

　８月８日(火)、平成18年度女性農業者「梅」セミナーの第１
回として「梅干選別のポイント」（町農業振興協議会主催）が
JAみなべいなみ総合選果場（気佐藤）で開かれました。ちょう
ど梅干しシーズンの初めとあって、関心が高く92人が参加しま
した。
　参加者は、講師のみなべ梅干協同組合員に梅干の品質、等級
の程度、分別の種類などを聞きました。特に、今年はひょう被
害にあった梅が多いとあって、「どの程度までが C級品になるの？」などと熱心に質問していました。

スイスイと気持ちよさそうに漕ぐ子どもたち

炎天下、下草刈りをする参加者ら
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ゆめよみ館・子ども向け
●もじゃもじゃしたものなー
に？(長新太)●ぼくのうちは
ゲル(ﾊﾞｰｻﾝｽﾚﾝ･ﾎﾞﾛﾙﾏｰ)●い
やはや(ﾒｱﾘｰ･ﾙｲｰｽﾞ･ｹﾞｲ)●ふり
かけの神様(令丈ヒロ子)●ち
いさな曲芸師バーナビー(ﾊﾞｰ
ﾊﾞﾗ･ｸｰﾆｰ)●チョコレート工場
の秘密(ﾛｱﾙﾄﾞ･ﾀﾞｰﾙ)●本朝奇
談(にほんふしぎばなし)天狗童
子(佐藤さとる)●サケ観察事
典(小田英智)●茶道・華道・書
道の絵事典(PHP研究所編)●宇
宙に行くニャ！(山田ふしぎ)

●本朝金瓶梅(林真理子)●氷の人
形(アイスドール)(森村誠一)●典子
44歳いま、伝えたい(白井のり子)
●秋の四重奏(ﾊﾞｰﾊﾞﾗ･ﾋﾟﾑ)●この
国を、なぜ、愛せないのか(櫻井
よしこ)●抱きしめよう、わが子
のぜんぶ(佐々木正美)●ビジュア
ル版がんの教科書(中川恵一)●
梅づくし(林弘子)●(社)日本カー
リング協会オフィシャルブックみ
んなのカーリング●心を揺さぶ
る！英語の名言(松本祐香)

　あなをのぞく。中からの
ぞく。外からのぞく。どうし
てのぞくの？何が見えるか
な？どこにつながっている
のかな？「のぞく」という言
葉から広がるさまざまな世
界を描いた絵本です。(天野
祐吉/文・後藤田三朗/写真・
大社玲子/絵)

荒
木
経
惟(

ポ
プ
ラ
社)

　幸福な瞬間よ、永遠なれ。天
才アラーキーが思いを込めて
シャッターを切った。家族の休
日、工場の昼休み、商店街のお
母さん、合格発表、クリスマス
の恋人たち…。笑顔の写真は、
見る人をも、なごやかで幸せな
気持ちにしてくれる。

上南部分館・大人向け
●就職がこわい(香山リカ)
●ファンタジア(B・ﾑﾅｰﾘ)●マ
ンガ美術館スポットガイド
(進藤やす子)

　ウクライナのとりいれの季
節、一家は総出で働きます。６
つのワーリャが迷子になって、
「わたしのおかあさんは世界一
びじん」だというので、村長さ
んは村中の美人のお母さんを集
めました。でも、ワーリャのお
かあさんはいません。そのと
き、むこうから走ってきたのは
…。幸福感あふれる結末。お母
さんたちに捧げたい一冊です。

ゆめよみ館・大人向け

Ｂ
・
ラ
イ
ア
ー

　
　
　(

大
日
本
図
書)

の
ぞ
く(

福
音
館
書
店)

(

商
工
会
館
南
部
川
分
所
内) 

わ
た
し
の
お
か
あ
さ
ん
は

世
界
一
び
じ
ん

上南部分館・子ども向け
●ぼくのうちはゲル(B・ﾎﾞﾛﾙ
ﾏ ｰ ) ●エリザベスは本の虫
(D・ｽﾓｰﾙ)●金魚はあわのおふ
ろに入らない!?(T・ｳｨｰﾌﾞ)

 2日(土) わくわくタイム(10:30～)、
　　おはなし会(14:00～)
 3日(日) おはなし講習会(10:00～)
 4日(月) 休館
 9日(土) おはなし会(14:00～)
10日(日) おはなし講習会(10:00～)
11日(月) 休館
16日(土) おはなし会(14:00～)
17日(日) おはなし講習会(10:00～)
18日(月) 休館(敬老の日)
19日(火) 休館
23日(土) 秋分の日・特別開館日
　　ビデオ上映会(10:30～)、おは
　　なし会(14:00～)
24日(日) おはなし講習会(10:00～)
25日(月) 休館
29日(金) 休館(月末整理日)
30日(土) おはなし会(14:00～)
10月 2日(月) 休館
10月7日(土) わくわくタイム(10:30～)、
　　おはなし会(14:00～)

幸
福
写
真

● 清川発午前6時30分～高
　城～役場第2庁舎～第1庁舎～～滋賀県
　（帰町は午後6時過ぎ)

●講師　前新潟県白根市立図書館長
　　　  ストーリーテラー　栗 村 節 子 さん

　長く子どもの読書活動の推進に携わって
こられ、おはなしの達人でもある栗村さん
(大阪市在住)。今年初めにも開講していた
だき大変好評でした。今回も子どもたちに
おはなしと絵本の楽しさを伝えるノウハウ
を伝授してくれますので、お誘い合わせて
ご参加ください(定員25人)。受講申し込
みと問い合わせは、ゆめよみ館へどうぞ。

　みなべ町読書友の会、秋の遠足は、写
真家・今森光彦さんの写真展が開催さ
れている滋賀県琵琶湖博物館を訪ねま
す。友の会員だけでなく、本好きさん、
カメラやハイキングが趣味の方……、
わいわい参加して、一日リフレッシュ
しませんか(定員 55 人)。参加費は約
7,000円(昼食は各自)です。参加申し込
みは上南部分館へどうぞ。

●
　　　(できるだけ4日間ご参加ください）
　　開催時間 いずれも午前10時～12時

今
年
も
さ
ゆ
り
ん
フ
ァ
ン
の

子
ど
も
た
ち
が
お
は
な
し
を

楽
し
み
ま
し
た
。(

８
月
12
日

(

土)

、
ゆ
め
よ
み
館
で)

今
年
は
16
人
の
親
子
が
参
加

し
て
一
生
懸
命
絵
本
を
作
り

ま
し
た
。(

７
月
30
日(

日)

、
商

工
会
南
部
川
分
所
で)
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７月届出分・敬称略
「おめでた」「おくやみ」とも了承を
いただいた方だけを掲載しています( )

(件)(7月31日現在)

本郷　 106／129(82.3%)(前月比±0)
共和西  29／ 77(37.7%)(前月比±0)
西本庄 156／264(59.1%)(前月比＋4)
晩稲熊岡 59／ 364(16.2%)(前月比＋3)

公共下水
689／約1,300

(53.0%)
 (前月比＋47)

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

農 業 集 落 排 水
西岩代 109／ 129(84.5%)(前月比±0)
東岩代 142／ 181(78.5%)(前月比＋1)
受領　  33／ 35(94.3%)(前月比±0)
共和東 209／ 260(80.4%)(前月比±0)

出生
死亡
転入
転出

平成18年 7月末現在（前月比）

男
女
人口
世帯数

  7,058人
  7,705人
 14,763人
4,619世帯

 13人
15人
17人
21人

(±０人）
(－６人）
(－６人）
(＋９世帯）

７月中の異動

　
　
　
　
　

　７月28日(金)、第２回町内水泳大会が開催され（町体協
主催）、町内５小学校から参加した６年生約80人が泳力を競
いました。各部門の入賞者と成績は次の通りです。（敬称略）

①華山綾仁(南小)18秒 51
②西畑慶一(同)18秒 82
③島倉大(岩小)19秒 44

①北谷理乃(清小)20秒 09
②西山千香(上小)20秒 71
③石大有沙(岩小)22秒 75

①升崎達也(南小)38秒 72
②西畑慶一(同)42秒 48
③西山和範(上小)46秒 54

①西山千香(上小)54秒 38
②林空香(同)1分 19秒 38

①華山綾仁(南小)25秒 72
②西本雄貴(上小)28秒 84
③玉置裕稔(南小)30秒 45

①安井愛(上小)32秒 82
②大西奈穂(同)37秒 47

③榎本真菜美(同)51秒 57

①升崎達也(南小)52秒 49
②島倉大(岩小)1分 3秒 37
③西本雄貴(上小)1分 3秒 72

①南小６年３組（阪口俊樹、
築山知弘、西畑慶一、升崎達
也）１分26秒 81

①上小６年１組（坂本望、榎
本真菜美、林空香、西山千香）
１分45秒 23

　８月11日(金)、日高広域
消防事務組合が、上南部中
３年生の赤坂朋哉くん、亀
山拓磨くん、栗山恭介くん、
小谷弘和くん、中原優くん、
米澤康臣くんに、初期消火
功労として感謝状を贈りま
した。
　６人は８月５日(日)、泳ぎに行こうと西本庄地内の南部川
右岸堤防を自転車で走行中、近くの作業場の駐車場に置いて
いた廃材が燃え、作業場の外壁に燃え移っているのを発見。
６人は、近くの店まで知らせに行ったり、携帯電話で119番
通報したり、作業場隣りの梅倉庫にあった梅樽で水を汲み消
火にあたったりと、迅速的確な行動で延焼を防ぎました。



上南部保育所(℡74-3022)
清川保育所(℡76-2251)
高城保育所(℡75-2044)
南部保育所(℡72-4520)

４日(月)10:00～11:00(雨天中止)
５日(火)10:00～ 11:00
14日(木)10:00～ 11:00
お休み
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(みなべ町社会福祉センター)トレーニング教室
9月 1日(金)・8日(金)・15日(金)・22日(金)・29日(金) 18:00～21:00

(ふれ愛センターで)
9月 7日(木)・21日(木) 13:30～ 15:00

     (問い合わせは、愛之園保育園 ℡72-2371 へ)

 (場所 ふれ愛センター)

新二種混合予防接種 ９月５日(火) 13:00～13:20

■対象　平成17年6月1日～8月31日生まれのお子さ
　　んと、１歳以上2歳未満で麻しん・風しんの両方の
　　予防接種を済ませていないお子さん

(麻しん・風しん)

事　　業　　名 実  施  日 受 付 時 間

※ 対象のお子さんには、それぞれ案内状(問診票同封)を郵送します。

献血の際、恐れ入りますが、本人であることを証明でき
るもの(運転免許証、保険証など)をご持参ください。

田辺赤十字血液センターからお願い

ちょこっとボランティアしませんか

 9:00～ 10:30 農協本所前(気佐藤)
11:30～13:00 Ｖショップ南部川店様前
14:30～16:00 ふれ愛センター前(東本庄)

10月４日(水) 13:00～13:30

９月27日(水) 13:00～13:30ポ リ オ 予 防 接 種
■対象　平成18年2月1日～5月31日生まれと、７歳半
　　まででまだ接種を済ませていないお子さん。

ポ リ オ 予 防 接 種
■対象　平成17 年 6 月 1 日～ 18 年 1 月 31 日生まれと、
　　７歳半まででまだ接種を済ませていないお子さん。

　

 (場所 ふれ愛センター)

事　　業　　名 実  施  日 受 付 時 間

９月６日(水) 13:00～13:30２歳６か月児歯科健診
(平成16年2月・3月生まれ)

９月13日(水)３歳６か月児健診
(平成15年2月・3月生まれ)

13:00～13:30

９月８日(金)

12:50～13:20

４ か 月 児 健 診
(平成18年 5月生まれ)

(上南部中３年生が思春期体験学習で健診のお手伝い)

13:00～13:30

９月20日(水)１ ０ か 月 児 健 診
(平成17年10月・11月生まれ)

10月６日(金)４ か 月 児 健 診
(平成18年 6月生まれ)

12:50～13:20

(上南部中３年生が思春期体験学習で健診のお手伝い)

(場所 ふれ愛センター)

　

内　　　　　　容 実 施 日 受付時間

9月19日(火)14:00～15:30正しい食生活と食育を！

9月26日(火)14:00～15:30

楽しいマタニティライフのために

（妊娠中の胎児への栄養について）

（妊娠中の日常生活、出産について）
（妊娠中の日常生活と栄養について） 9月21日(木)19:00～20:30

9月30日(土)14:00～15:30こんにちは 赤ちゃん！
（子育てを楽しもう！沐浴実習など）

　麻しん・風しん予防接種の制度が、6月2日付の法令
改正により今年4月に続いて次のように変わりました。
① 過去に接種しているかいないかにかかわらず、年長
児相当(就学前1年間)のお子さんが麻しん・風しん混合
予防接種の対象になりました。これにより、どちらにも
かかったことがないお子さんは、１期(生後12か月～24
か月未満)、２期(年長児相当期間)に混合ワクチンをそ
れぞれ１回ずつ接種することになります。
② 麻しん、風しん、どちらかだけの単独予防接種も受
けられるようになりました。これにより、どちらかにか
かったことが明らかなお子さんは、かかっていないほ
うの単独ワクチンを１期、２期それぞれ１回ずつ接種
することになります。また、どちらにもかかっていない
が単独ワクチンでの接種を希望する場合も単独接種が
可能になりました。
　なお今回の改正により、町は、年長児相当のお子さん
(平成12年4月2日～13年4月1日生まれ)を対象に、右
記の通り麻しん・風しん混合予防接種を行います。

講師

栄養士

助産師
保健師

保健師

●10月11日(水) 対象は旧南部町内のお子さん
●10月13日(金) 対象は旧南部川村内のお子さん
●10月 17日(火) 予備日(11日、13日に都合の悪い方)
　　　　　　　　　（場所はいずれもふれ愛センター）
◆ 麻しん、風しんのどちらかにかかったお子さんは混合
ワクチンでの接種はできません。かかっていないほうの
単独ワクチンでの接種になります。その場合は必ずふれ
愛センター 保健師にご連絡ください。
※ 対象のお子さんには案内状(問診票同封)を郵送します。

(ふれ愛センター内・℡74-8065)

くわしくは北道区の皆さんにチラシでお知らせします
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町の花 町の木

町の魚町の鳥

担当 企画管財課 ℡72-2142

　平成16年 6月、消防法が改正さ
れ、全国一律に一般住宅に火災警
報器の設置が義務づけられました。
■義務化に至った主な理由
◎住宅火災での死者は、全建物火
災の約9割を占める
◎住宅火災の死者の約6割が高齢者
である
◎住宅火災の死者の約6割が逃げ遅
れによる
■設置期限
◎既存住宅　平成23年5月31日まで
◎新築住宅　平成18年6月1日から
■設置箇所
◎寝室　◎寝室へ向かう階段の上
端(寝室が2階以上にある場合)
■火災警報器の取り付け
◎配線工事が必要なＡＣ電源式は、
消防用設備業者や電気工事店にご
相談ください。
◎配線工事が不要な電池式は、消
防用設備業者や家電販売店、建材
販売店、ガス器具販売店、ホームセ

　10月 1日(日)現在で、平成18年
事業所・企業統計調査が実施され
ます。
　この調査は日本全国の商店や工
場、営業所、事務所、銀行、学校、
旅館、学習塾、医院、寺院など、す

べての事業所が対象となります。調査の結果は、国や地方の経済施策、雇
用対策、交通対策、防災計画などの基礎資料として活用されます。
　9月下旬から町内の全事業所(約800事業所)へ、調査員が調査用紙を持っ
て説明と記入のお願いに伺います。お忙しいところすみませんが、時間は
おかけしませんのでどうぞご協力をお願いします。
　なお、回収には10月初めに伺います。くわしくは企画管財課へ。

担当　日高広域消防本部
　　　南部出張所  ℡74-3119

ンターなどで購入でき、自分で取
り付けることができます。
　なお、品質が保証
された火災警報器に
は、右の日本消防検
定協会の鑑定マーク
が付いていますの
で、購入の目安にしてください。価
格は、機能によってさまざまです
が、おおむね数千円から1万円ぐら
いです。

　義務化に伴い、悪質な訪問業者
の出没の恐れもありますので十分
ご注意ください。「消防のほうから
来た」、「すぐ付けなくてはならな
い」、「3万円だが2万円にまける」な
どという業者が来たら要注意です。
　くわしくは、日高広域消防本部
予防課(℡0738-63-2000)、または同
南部出張所へお問い合わせくださ
い。また、取り付けたときもどちら
かへご連絡ください。
　なお、日高広域消防本部では火
災警報器設置の義務化などについ
て出前講座を行っていますので、
お気軽にご利用ください。



　これまで65歳以上で遺族年金や
障害年金を受給している方は、介
護保険料を納付書により金融機関
窓口から納入していただいていま
す(普通徴収)。それが、このほど介
護保険制度が改正されたことに伴
い、年額18万円(月額15,000円)以
上受給されている方については、
今年10月から介護保険料がその年
金から天引き(特別徴収)されるこ
とになりました。
　9月分までの介護保険料はこれま
で通り納付書により納入していた
だきます(納期は10月2日(月)まで)。
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町 民 課
保 険 課
税 務 課
環 境 課
水 道 課
出 納 室
共通ＦＡＸ
総 務 課
商工水産課
企画管財課
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ Ａ Ｘ
町民課窓口
う め 課
農 林 課
建 設 課
共通ＦＡＸ
地籍調査課
Ｆ Ａ Ｘ
学校教育課
Ｆ Ａ Ｘ
生涯学習課
中央公民館
共通ＦＡＸ
健康福祉課

72-2161
72-2544
72-2162
72-3111
72-3085
72-2596
72-3893
72-2015
72-1337
72-2142
72-1223
72-1334
72-1335
74-2400
74-3276
74-3275
74-3277
74-2367
74-3335
74-3347
74-2191
74-3621
74-3134
74-3334
74-2418
74-3337

本 庁 舎

第２庁舎

１階

２階

１階

２階

庁　　　舎 所　　属 電話番号

（直通電話）

３階

役場への電話は、代表番号
(℡72-2015)へかけると転送する時間が
かかりますので、できるだけ用事のあ
る課の直通番号へかけてください。

青少年センター(住民会館)
高城公民館（高城支所）
清川公民館（清川支所）
南部公民館
南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館上南部分館
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
デイサービス ふれ愛センター
デイサービス 特養梅の里
デイサービス ゆうゆう館
老人憩の家  二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所

℡ 72-4141
℡ 75-2455
℡ 76-2250
℡ 72-1400
℡ 72-2127
℡ 72-1410
℡ 74-2820
℡ 74-3444
℡ 74-2300
℡ 76-2258
℡ 74-3337
℡ 75-2618
℡ 72-5900
℡ 72-4455
℡ 72-1389
℡ 75-2005
℡ 72-3808
℡ 74-3150
℡ 74-3119
℡ 26-4909

(田辺市民総合センター敷地内)

地域包括支援
セ ン タ ー
Ｆ Ａ Ｘ
健康福祉課窓口

Ｆ Ａ Ｘ
下 水 道 課
Ｆ Ａ Ｘ

地域包括支援
センター窓口

74-8013
72-5252

72-5610
72-3605
72-4187

72-5611
はあと館

74-8065
72-1165

浄化センター
(第１庁舎隣)

１階

１階

１階

(保健福祉
 センター)

(社会福祉
 センター)

担当 健康福祉課 ℡74-3337

　健康福祉課(ふれ愛センター)では、気軽に、楽しく、気持ちよく体を動
かすことで、皆さんが毎日いきいき感を持って過ごせるように「いきいき
講座」を開催しています。9月、10月には次のように開催しますので、皆
さんお誘い合わせてご参加ください。
● 9月13日(水)14:00～15:30　
　※緊張をゆるゆるとほぐし、いつでもどこでもだれでもできます。
　※講師は、田辺市本宮町ゆる体操指導員の皆さんです。
● 9月26日(火)19:30～21:00　
　※講師は、インストラクター 中図弥生さん(東吉田)です。

10 月分以降は年金から天引きされ
ますのでよろしくお願いします。
なお、これまで口座振替で納入さ
れていた方については、天引きが
優先されますので、口座から引き
落とされることはありません。

　平成18年第3回議会定例会(9月
議会)が、9月13日(水)から26日(火)
まで開催されます(予定)。
　この議会では、平成17年度各会
計の決算や、補正予算などが審議
される予定です。皆さん、お誘い合
わせて傍聴においでください。

　◎上の2講座へ参加希望の方は当日、ふれ愛センターへ直接お越しください(申
　　し込み不要)。タオル、お茶、上靴もお忘れなく。

　◎上の講座へ参加希望の方は、10月10日(火)までにふれ愛センターへ申し込ん
　　でください(先着20人)。なお、参加費(ポールレンタル料)として1回500円
　　必要です(講習会当日お支払いください)。タオル、お茶、帽子もお忘れなく。

■
　　　第1回・10月12日(木)/第 2回・10月 26日(木) 9:30～ 11:30
　※両手にポール(スキーのストックのような棒)を持って、腕を交互に大
　　きく振りながら歩くことで全身筋肉の90％以上を使います。通常のウ
　　オーキングより運動量が多く、腕・肩・背中などの筋肉もしっかりと
　　動かし、足腰の強化や体脂肪を減らす効果があります。基礎を習えば、
　　だれでも簡単にできます。
　※講師は、インストラクター 横山 剛さん(田辺市)です。
　※歩く場所は、ふれ愛センター周辺です。雨天のときはセンター内プラ
　　ラホールで行います(上靴をご用意ください)。

 担当　議会事務局 ℡72-1334

担当 保険課 ℡72-2544



　9月1日(金)～15日(金)まで、第12
回未来の科学の夢絵画展と第13回
発明発見創意くふう展の作品をそ
れぞれ募集中です。
　小中学生の皆さん、夏休み中に
取り組んだ力作をどんどん出展し
てください(くふう展は大人の方の
出展もお待ちしています)。

　なお、両展の作品展示会は9月23
日(土)・24日(日)、南部公民館で行い
ます。皆さん、お誘い合わせて観賞
においでください。

広報みなべ広報みなべ広報みなべ広報みなべ広報みなべ1515151515

　

　小学5・6年生の保護者の皆さん、
児童手当の認定請求や額改定認定
請求の手続きの期限は9月29日(金)
です。手続きを済ませていない方
は早く町民課へおいでください。

　11月5日(日)、みなべ町になって
初めての町民スポーツ大会を開催
しますので、皆さんお誘い合わせ
てご参加ください。
　くわしい開催要項などはこの広
報紙と一緒にお届けします。

　ただ今「海の工芸品 貝の神秘展」
を南部公民館(片町)1階ロビーで9
月末まで開催中です。町内のコレ
クター、舟本兼一さん(気佐藤)が
収集した世界中の珍しい貝、約400
種類を展示しています。ぜひお誘
い合わせて観賞においでください。

担当
 環境課 ℡72-3111

　下のグラフをご覧いただければお分かりのように、
平成17年10月に指定ごみ袋制度導入以後、家庭から
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旧南部川村内　　旧南部町内　　事業系

(平成17年9月以前は家庭、事業系に分けて集計していませんでした)

出される段ボールの収集量がかなり減量しています。
　特に旧南部町内ではその減量幅が著しいため、10月

から旧南部町内の段ボール
収集日を、上のように週１
回に変えさせていただきま
す。収集日は、この広報紙
などと一緒にお届けした
「10月～3月・資源ごみ収集
こよみ」にも表示していま
すのでご覧ください。
　収集業務の効率化と経費
節減のため、どうぞご理解
とご協力をお願いします。
　なお、旧南部川村内は現
行(月２回収集)と変わりあ
りません。

担当　町民課 ℡72-2161 担当　生涯学習課 ℡74-3134 担当　南部公民館 ℡72-1400

担当　生涯学習課 ℡74-3134

この宝くじの収益金は市町村の明るいまち
づくりや環境対策、高齢化対策など地域住
民の福祉向上のために使われます



 問合 田辺保健所℡22-1200

広報みなべ広報みなべ広報みなべ広報みなべ広報みなべ 1414141414

■人権■人権■人権■人権■人権・・・・・行政行政行政行政行政・・・・・登記相談登記相談登記相談登記相談登記相談　
◆とき ９月14日(木)13:30～15:30
・ところ　ふれ愛センター(東本庄)
〔人権→人権擁護委員がお受けしま
す。行政→行政相談員が国・県・町
などへの苦情や要望をお受けしま
す。登記→和歌山地方法務局田辺
支局職員がお受けします〕
■教育相談教育相談教育相談教育相談教育相談(教育相談員)　
◆とき 毎週月～金曜日9:00～17:00
◆ところ 青少年センター(住民会館)
■育児なんでも相談育児なんでも相談育児なんでも相談育児なんでも相談育児なんでも相談(保健師)　
◆とき 毎週金曜日9:00～ 12:00
◆ところ ふれ愛センター
■暮らしなんでも相談暮らしなんでも相談暮らしなんでも相談暮らしなんでも相談暮らしなんでも相談(((((町社協町社協町社協町社協町社協)))))　
◆とき 毎週月～金曜日9:00～16:00
◆ところ 片町 はあと館(社会福祉セ
ンター)

(無料・秘密厳守)

９９９９９月の田辺社会保険事務所年金相談月の田辺社会保険事務所年金相談月の田辺社会保険事務所年金相談月の田辺社会保険事務所年金相談月の田辺社会保険事務所年金相談
◆4日・11日・19日・25日→19:00ま
で年金相談窓口の受付時間延長
◆9日(第2土曜日)→8:30～16:00、
年金相談窓口開設。
くわしくは、同事務所(田辺市朝日ヶ
丘 ℡24-0321)へ。

９９９９９月のハローワーク田辺巡回相談月のハローワーク田辺巡回相談月のハローワーク田辺巡回相談月のハローワーク田辺巡回相談月のハローワーク田辺巡回相談
◆ 15日(金)13:30～ 15:30、南部公民
館(片町)で。相談員が求人情報を提
供、また求職の相談を受けます。く
わしくは、同ハローワーク(田辺市朝
日ヶ丘 ℡22-2626)へ。

毎月、各地区の民生児童委員さんを
紹介しています。もし、生活が苦し
い、家族の介護、子どものいじめな
どで困ったことがありましたら遠慮
なくご相談を。
問い合わせは片町 はあと館(社会福
祉センター)(℡72-5252)へ。

気佐藤
堅田眞弘さん

新庄
西村敏子さん

千鹿浦
河本　晋さん

熊岡
硲吉右ヱ門さん

晩稲
木下みさをさん

晩稲
宮崎幸代さん

　フロンが大気中に放出されると
オゾン層が破壊されます。その結
果、紫外線が増加し皮膚ガンや白
内障などの発症の原因になります。
そのためオゾン層を破壊しない代
替フロンが開発されましたが、こ
れにも地球温暖化をもたらすとい
う新たな問題が発生しています。
　地球の環境を守るため、フロン
や代替フロンが含まれている器機
の廃棄には十分ご注意ください。
●家庭のルームエアコン、冷蔵庫
→家電小売店に回収してもらって
ください。　●自動車→回収登録
を受けた業者に引き渡してくださ
い。　●商店やビルなどの業務用
空調機器→回収登録を受けた業者
に依頼してください。

　職業訓練法人中紀技能訓練協会
が「足場の組立等作業主任者講習
会」を次の通り開催します。
●とき　9月26日(火)、27日(水)、28
日(木)、29日(金)

担当  総務課 ℡72-2015

●ところ　中紀地域職業訓練セン
ター(日高町)
●申込締切　9月19日(火)(必着)
　申し込みと問い合わせは、同協
会(〒649-1211日高町荊木310、℡
0738-63-1500)へ。

　自衛隊が自衛官を募集していま
す。（①資格、②受付期間、③試験
日、④試験場所）
●2等陸・海・空士(男子)3・4月要
員(平成19年3月下旬～4月上旬ごろ
採用予定)　①18歳以上27歳未満、
②9月29日まで、③、④9月20日・
30日(和歌山市)、9月26日(田辺市)
●看護学生　①高卒(見込含)24 歳
未満、②9月8日～9月29日、③(1
次)10月 15日、④田辺市
●防衛医科大学校学生　①高卒(見込
含)21歳未満、②9月8日～9月29日、
③(1次)11月 4・5日、④和歌山市
●防衛大学校学生　①高卒(見込含)
21歳未満、②9月8日～9月29日、
③(1次)11月11・12日、④和歌山市
　願書請求と問い合わせは自衛隊御
坊地域事務所(℡0738-23-0020)へ。
またはホームページをご覧ください。
http://www.wakayama.plo.jda.go.jp/

 問合 職業訓練法人 中紀技能訓練協会

 問合 自衛隊御坊地域事務所

　9月21日(木)～30日(土)は「秋の全国交通安全運動期間」です。運動の
重点目標は、◎夕暮れ時と夜間、歩行中・自転車乗車中の交通事故防止、
◎後部座席を含むシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底、
◎飲酒運転の根絶。少しでも目標達成に近づき、また子どもや高齢者を
交通事故から守るため交通ルールとマナーを守りましょう。
　なお県内のチャイルドシートの着用率は、最近の警察庁と日本自動車
連盟(ＪＡＦ)の合同調査では34.3％と、全国平均49.4％を大きく下回る
ワースト5位でした。昨年の全国の交通事故死傷者をみると、チャイルド
シートを使用していない場合の死亡重症率(死傷者数
に占める死者と重傷者の割合)は、正しく使用した場
合の約2.9倍だったそうです。大切なお子さんを守る
ためチャイルドシートはきちんと着用しましょう。
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■こひつじランドつどいのひろ
ば・よちよち(10:00～・愛之園保)
■元気！ふれあい長寿の集い
〔対象→高城地区、清川地区、南部
(堺・埴田・片町を除く)地区〕(11:
00～・紀州南部ロイヤルホテル)
■４か月児健診(H18年5月生ま
れ)(13:00～・ふれ愛センター)
■清川小、平和学習
■岩代小、梅干樽入れ作業

■こひつじランド読み聞かせ
サークル・おはなしおはなし
(10:00～・南部公民館)
■元気！ふれあい長寿の集い
〔対象→上南部地区、南部(堺・埴
田・片町)地区・岩代地区〕(11:
00～・紀州南部ロイヤルホテル)
■とっておきの会（13:30～・ふ
れ愛センター）

■岩代小・高城小(～６日)・清
川小(～８日)、夏休み作品展
■岩代小、梅干し作業
■未就園児へ保育所開放・お外
で自由遊び(上南部保)
■こひつじランドつどいのひろ
ば・たんぽぽ(10:00～・愛之園保)
■南部公民館ノルディック・
フィットネスウオーキング教室
(19:30～・南部小グラウンド)

■こひつじランド星の子広場
(0～5歳)(10:00～・若草公園)
■2歳6か月児歯科健診(H16年
2月・3月生まれ)(13:00～・ふ
れ愛センター)

■上南部小、運動会
■近畿卓球大会(南部中出場)

(南部公民館で)

■日高地方中体連新人大会(～
25日)
■上南部保・高城保、運動会
■ゆめよみ館・特別開館日(ビ
デオ上映会10:30～・おはなし
会14:00～)
■秋の星座を見よう！(19:30
～・上南部小天文台)

■こひつじランド第５回育児講
座「お母さんのためのリラック
ス＆シェイプアップ体操(9:45
～・ふれ愛センター)
■10か月児健診(H17年10月・11
月生まれ)(12:50～・ふれ愛セン
ター)(上南部中3年生が思春期
体験学習で健診をお手伝い)

■こひつじランドつどいのひろ
ば・はいはい(10:00～・愛之園
保)、ミュージックママ(10:00
～・南部公民館)
■こうのとりセミナー(母親教
室)(14:00～・ふれ愛センター)

■南部保、おじいちゃん・おば
あちゃんと一緒に遊ぼう
■とっておきの会（13:30～・ふ
れ愛センター）
■北道・介護予防おたっしゃ教
室（13:30～・北道王子会館）
■こうのとりセミナー(母親教
室)(19:00～・ふれ愛センター)

■こひつじランド星の子広場(0
～1歳)(10:00～)、マタニティ
サロン(13:30～)(愛之園保)
■高城保年長児、特養梅の里訪問
■南部保、絵本の読み聞かせ
■3歳6か月児健診(H15年2月・
3月生まれ)(13:00～・ふれ愛セ
ンター)
■いきいき講座・熊野癒しのゆ
る体操(14:00 ～・ふれ愛セン
ター)

(8:00に避難放送とサイレンを
鳴らします)

■上南部保、ミニミニ運動会
■愛之園保５歳児、ひとり暮ら
しのお年寄り宅訪問(埴田区内)
■ハローワーク田辺巡回相談
(13:30～・南部公民館)

■高城保、避難訓練(地震)
■こひつじランドつどいのひろ
ば・きらきら(10:00～・愛之園保)

■高城保、バイキング給食
■南部保、避難訓練
■こひつじランド星の子広場(1～
5歳)(10:00～・ふれ愛センター)
■こうのとりセミナー(母親教
室)(14:00～・ふれ愛センター)
■いきいき講座・ストレッチ＆
リズム体操(19:30～・ふれ愛セ
ンター)

(南部公民館で)

■南部小、運動会
■おはなしと絵本の読みがたり
講習会(10:00～・ゆめよみ館)

■町長・議長杯ソフトテニス大
会(男子)(町運動広場テニス場)
■県下剣道大会(南部中出場)
■おはなしと絵本の読みがたり
講習会(10:00～・ゆめよみ館)

■「未来の科学の夢絵画展」「発
明発見創意くふう展」の作品、
受付開始(～15日)
■各園・各小中学校、始業式
■愛之園保、避難訓練

■愛之園保、園外保育＆開放保
育(みんなで磯遊びに行こう)
(9:30～)
■清川保、親子遠足
■秋の星座を見よう！(19:30
～・上南部小天文台)

　固定資産税(2期)／国民健
康保険税(3期)／介護保険料(普通徴
収3期)
公共下水道受益者負担金(2期)／水
道料金(7・8月分)・公共下水道使用
料(7・8月分)・農業集落排水使用料
(8・9月分)の各窓口納付

■ひかり保・岩代小・岩代区民
運動会
■おはなしと絵本の読みがたり
講習会(10:00～・ゆめよみ館)

■清川保、避難訓練

■未就園児へ保育所開放(10:00
～11:00)
　◎お祭りごっこ(上南部保)
　◎お月見会(高城保)
■清川保、お月見会
■４か月児健診(H18 年６月生
まれ)(12:50 ～・ふれ愛セン
ター)(上南部中3年生が思春期
体験学習で健診をお手伝い)

■こひつじランドつどいのひろ
ば・ひまわり(10:00～・愛之園保)
■南部公民館ノルディック・
フィットネスウオーキング教室
(19:30～・南部小グラウンド)

■こひつじランド星の子広場(1
～5歳)(10:00～・役場第１庁舎)

■南部中・上南部中、体育祭
■おはなしと絵本の読みがたり
講習会(10:00～・ゆめよみ館)
■花光歌謡教室発表会「歌謡大
行進」(18:00～・南部小体育館)

■南部幼、高校生１日保育体験

９月は
◆知的障害福祉月間
◆がん征圧月間
◆健康増進普及月間
◆オゾン層保護対策推進月間
◆緑の募金（秋）(～10月31日)
◆動物愛護週間(20日～26日)
◆空の日・空の旬間(20日～30
日)

■こひつじランドつどいのひ
ろば・ちくちく(10:00～・愛之
園保)
■南部公民館ノルディック・
フィットネスウオーキング教室
(19:30～・南部小グラウンド)

■南部小(～７日)・上南部小(～
６日)、夏休み作品展
■未就園児へ保育所開放・お外で
自由遊び(清川保)
■こひつじランドミュージック
ママ(10:00～・南部公民館)
■新二種混合予防接種(H17年6
月1日～8月31日生まれのお子
さんなど)(13:00～・ふれ愛セ
ンター)

■町長・議長杯ソフトテニス大
会(女子)(町運動広場テニス場)
■南部幼、避難訓練(火災)

　公共下水道受益者負担金(2
期)／水道料金(7・8月分)・公共下水
道使用料(7・8月分)・農業集落排水使
用料(8・9月分)の各口座振替

◆救急医療週間(～9日)

◆防災の日

◆救急の日

◆下水道の日

◆警察相談の日 ◆水路記念日 ◆老人の日・老人週間(～22日)

◆秋の全国交通安全運動(～30日)
◆漁船海難防止強化旬間(～30日)

◆結核予防週間(～30日)
◆環境衛生週間(～10月1日)

■こうのとりセミナー(母親教
室)(14:00～・ふれ愛センター)

■こひつじランド星の子広場(0～
1歳)(10:00～・ふれ愛センター)
■ポリオ予防接種(H18年2月1日
～5月31日生まれのお子さんな
ど)(13:00～・ふれ愛センター)

■ポリオ予防接種(H17年6月1
日～8月31日生まれのお子さん
など)(13:00 ～・ふれ愛セン
ター)

　町ＡＬＴ（外国語指導助手)
のエリン・Ａ・リジックさんが
２年間の任期を終え、帰国さ
れました。

　新たに、ライエン・ティファ
ニー（Ryan Tiffany）さん(25)
が着任しました。ライエンさ
んは、サンフランシスコ（アメ
リカ）出身。趣味はスノーボー
ドやバスケットボール、また
アメリカでは英語の先生（日
本でいう国語）で、小説などを
書くことも好きだそうです。
「日本のことを学んだり、英語
を教えたり、多くのみなべの
人と出会ったりすることなど、
とてもわくわくしています」
と話していました。

■高城小・中、合同運動会
■南部幼、白梅幼、運動会
■清川小・中、合同運動会

編集後記 今夏、僕は甲子園よりよ
さこいに夢中になっていました。
僕は８月20日(日)、和歌山市で開
催された「おどるんや2006」という
よさこいの祭りに「プラリズム」の
一員として参加しました。３会場
で計９回踊ったのですが、その日
は大変暑く、大変疲れました（体重
が５㌔近く減）。でも、それ以上に
楽しかったです。チームのみんな
と踊るから、よさこい仲間と踊る
から楽しかった。みなさん、本当に
仲間っていいですよ！ぶつかりあ
うこともあるけど、一緒に喜び合
える仲間がいる。最高です。そし
て、みなさん一つでも楽しいこと
があると生活変わりますよ！ちな
みに僕は３つかな…（良太）

■読書友の会 秋の遠足・写真展
「湖辺」を見に行こう！(6:30清川
発～滋賀県琵琶湖博物館～18:00
ごろ帰町)
■未就園児へ保育所開放・お外で
自由遊び(高城保)
■南部幼、絵本の読み聞かせ
■ (9:00～10:30ＪＡみなべ
いなみ本所、11:30 ～ 13:00 Ｖ
ショップ南部川店様、14:30～16:
00ふれ愛センター)
■人権・登記・行政相談(13:30
～・ふれ愛センター)

■県内統一学力診断テスト(小
学4年生～中学3年生)
■とっておきの会（13:30～・ふ
れ愛センター）
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　地域に根ざした農業スペシャリストを育成する南部高校の生産技術科と園芸科。
　今年も両科から次の生徒たちが学校農業クラブ連盟大会の県大会(7 月 25 日・26 日、すさみ町で開催)へ出
場、研究成果を発表して優秀な成績を収め、近畿大会(8 月 22 日・23 日、兵庫県で開催)へも出場しました。
　　◇意見発表の部
　　　　趣味から始めよう『農業』　小畑静(3 年・日高町)〔県大会最優秀賞〕
　　　　環境に関するゴミ問題について　庄司亜由美(3 年・田辺市)〔県大会最優秀賞〕
　　　　姉の一言で変わった将来　石橋弘次(2 年・東岩代)〔県大会優秀賞〕
　　◇プロジェクト発表の部
　　　　農家でもできる梅の休眠挿し法の開発〔県大会最優秀賞〕
　　　　　小林秀樹(3 年・日高川町)、寺本和貴(3 年・西岩代)、深山剛(3 年・西岩代)
　　　　梅酢って意外と使える奴かも！〔県大会最優秀賞〕
　　　　　片岡智美(3 年・田辺市)、水﨑亜由美(3 年・晩稲)、庄司亜由美
　　　　地域の特産『梅』を利用したスイーツ〔県大会最優秀賞〕
　　　　　小畑りみ(3 年・印南町)、庄司美穂(3 年・谷口)、小畑静

　梅をたくさんの人に食べてもらって梅のおいしさを分
かってもらいたい。そのために、手軽に食べられて、しかも子どもから
大人までに好まれる、梅を使ったお菓子－クッキー－を自分たちで作り
たい。

　①クッキーの材料に、梅ジュース、乾燥梅肉、梅
エキスを加えて作った。なお、梅エキスは加えたものと加えないものの

2 種類用意した。（梅エキスと乾燥梅肉は町内の梅加工業者が無償で提供してくれました）　②試作クッ
キーを、梅ジャムやシソジュースなどと共に、ＪＡみなべいなみ・ほんまもんふるさと産地直売所(東吉
田)で販売してもらった。③その折、お客さんに協力してもらい、クッキーを食べた感想や意見を聴いた。
また、保育所に行って子どもたちにも食べてもらった。④その結果、梅エキスを入れたほうはしっとり
と口当たりが良い。入れていないほうはサクサク感があって食べやす
いとの評価を得た。⑤それらをふまえ、梅エキスを入れていないもの
への梅ジュースの量を加減などし、さらにアンケートを行った。⑥そ
の結果、梅ジュースの量が多いほうは大人に、少ないほうは子どもに
評判が良かった。

　①子どもにも大人にも好まれる味、食感になるよう、さ
らに配合などを工夫したい。②クッキーを入れる袋や容器などラッピ
ング(包装)も思わず手にとりたくなるように工夫したい。

（敬称略）
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